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世帯数 （±０）1,257※（　）内は前月比

秘境駅：安牛駅 ～今月の駅ノート～
今月の「駅ノート」は、荒野にぽつんとたたずむ、安牛駅です。

外見は劣化が激しいですが、窓が健在です。

たまたま寄ったらすごい
駅でした。
車で日本3周。たまに
駅舎巡り
　　　　　　　　FUGA

≪取材記者・鉄道大好き　Ｔ≫
　日本3周！　とはうらやましいですね。幌延には何度ご訪問いただいた
のでしょう？　北海道に集中している貨車駅(通称ダルマ駅・ヨタロウ)
の中でも、最近はリニュ―アルが施され下沼駅のような、ユニークな
所も在りますが、このクラスは特別な存在かもしれません(浜風による
影響でしょうか？)意外にファンが多いです。
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まちの魅力“再発見”シリーズ No.7「長応寺」

　今月号は、起源を文明５年（1473）にまでさかのぼる、由緒あるお寺「長応寺」を紹介します。

　長応寺は、大正2年（1913）に上幌延に移転し、その後火災による消失・再建を経て現在に至ります。

　明治32年に法華宗総本山 本成寺住職、古谷日新ほか5名の出願により、明治32年11月に天塩郡ウブシ

原野の国有未開地243万余坪の貸付けを受け「法

華 宗 農 場」が 開 設 さ れ、明 治33年 と34年 で 計

112戸の小作人が入植し、幌延町の開拓に貢献し

ました。

　また、長応寺には徳川家の側室「お徳の方」の

位牌が奉られており、このお徳の方の命日にちな

んで、毎年5月は「葵祭」が開催されます。葵祭

では寺秘蔵の宝物が一般公開され、特に八幅にわ

たる「絵曼荼羅」が並ぶ姿は圧巻です。
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